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（評価結果の所見） 

本研究領域では、磁性絶縁体・強相関金属・超伝導体など多彩な物質中の電子系が示す回転対称性

が自発的に破れた状態を量子液晶として統一的に理解することに加えて、普遍的な学理構築と多様な

新規物性の開拓およびそれらの制御技術の確立を目的としている。 

多数の新規物質が開発され、これまで例のない量子液晶状態が見出された。特に、非局所秩序とい

う概念に基づき、時間・空間反転対称性の有無によって量子液晶状態を分類する理論が提案され、従

来知られていなかった奇パリテ秩序状態の可能性が予言され、その一部が実際に観測された。また、

量子液晶状態を解明するための多くの精密計測技術が開発され、新規物性の発見に貢献した。さら

に、スピン軌道相互作用の強い系におけるトポロジカル量子液晶相転移の発見や量子液晶揺らぎを媒

介とした超伝導機構の実証など、新分野への展開や、材料として有用な機能創出への取組も実現し、

期待以上の進展が認められる。 

公募研究では古典液晶や分子性物質の研究者・若手研究者を取り込み、積極的に国際連携ネットワ

ークを構築する等、本研究領域の発展を担うコミュニティ形成にも大きく貢献していることも評価で

きる。 


